










































































研 究 課 題 精神障害をもつ在日外国人への精神保健福祉支援の研究


































































































































は Bogardus. ES の作成した Measuring Social 






































































どの程度、自らすすんで A さんの隣に引っ越していいと思いますか 3.6 3.6
どの程度、自らすすんで A さんと一晩飲み明かしてもいいと思いますか 2.6 2.9
どの程度、自らすすんで A さんと親しくなってもいいと思いますか 2.5 2.5
どの程度、自らすすんで A さんと同じ職場の近い部署で働いてもいいと思いますか 2.7 2.7
どの程度、自らすすんで A さんと結婚しあなたの家族の一員になってもいいと思いますか 3.6* 2.9*
Experience and non-experience using the t-test for comparisons between two groups. * p<0.05
表４　支援の満足度結果
満足している 不満足である
あなたはご自身の在日外国人支援に対して満足感をもっていますか　 6.3%（3） 93.8%（45）
表５　バリア要因結果
在日外国人の支援に携わった経験のある方のみ No.29-38 までの設問において、最も適当と思われる番号
に○を付けてください。　
SD
言語的コミュニケーションが上手く図れないことに困難を感じる 1.9**
非言語的コミュニケーション（対人距離、身振りなど）が異なることに困難を感じる 2.9
相手の文化的・宗教的背景などを理解することに困難を感じる 2.8
相手の価値観を理解し、尊重した支援を行なうことに困難を感じる 2.9**
支援に時間がかかることに困難を感じる 2.3
医療費、国民健康保険などの未払いに困難を感じる 2.4
外部の機関（医療機関、行政機関、民間支援団体など）との連携が円滑に進まないことに困難を感じる 2.5
支援者間の意見の相違や対立があることに困難を感じる 2.8
在日外国人への社会保障制度（国民健康保険、生活保護）などが整備されていないことに困難を感じる 2.2
** df=3 p<0.01
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Ⅳ．研究の課題と発展
１．考察
１）少数民族集団支援に携わる精神保健福祉専門家の
背景と姿勢について
少数民族集団の支援経験のある精神保健福祉専門家
は、一カ国語以上の外語学が堪能であるが、海外滞在
経験は少なく、少数民族集団への支援経験も多くはな
かった。また、精神保健福祉専門家の少数民族集団支
援の姿勢だが、所属機関の姿勢と一致しており、必要
に応じて支援を行なっていた。これは精神保健福祉専
門家の殆どが海外滞在期間が２年以下と短いこと、他
文化接触の機会があまり多くないことにより、個人ア
イデンティティは変容していないものと思われる。そ
のため、日本人特有の集団への帰属意識が高く、所属
機関の姿勢に応じた支援しか展開されていないものと
思われる。また、精神保健福祉専門家の半数以上が少
数民族集団のメンタルヘルス支援について学んだこと
がなかった。少数民族集団のメンタルヘルス支援にお
いて、特別な配慮の必要性を感じておらず、日本人同
様の支援が提供されている可能性がある。
２）心理的距離について
少数民族集団への支援の経験のある専門家のほう
が「少数民族集団が家族の一員となる」ことを好まな
かった。精神保健福祉専門家は日常や診療の場で少数
民族集団と接触することで、彼らとの共生に具体的な
イメージを持っていること、また先にも述べたが、精
神保健福祉専門家は他文化接触の経験がさほど多くな
いことから偏見が払拭されていない事も考えられる。
３）精神保健福祉専門家の満足度とバリア要因について
自分自身の少数民族集団支援に不満足感を抱いてい
る精神保健福祉専門家は、言語や医療費の問題がスト
レスであると回答していた。言語の問題においては先
行研究においても「通訳を用いた診療の難しさ」があ
げられており、臨床において多言語での支援が求めら
れていることが伺われる。精神保健福祉専門家は少
数民族集団の文化・価値観の理解についてはあまり
困難を感じていなかった。精神保健福祉専門家は臨床
の場において、目先の問題の対処に追われ、Cultural 
competence（文化への感受性、知識、共感性、相互作用、
治療技術、ガイダンスといった能力）の向上について
はあまり関心が高くないものと思われる。
２．結論と課題
本調査は N 数が少ないことからバイアスがかかっ
た研究とも言える。今後の課題として、①アンケート
調査を継続し、N 数の増加を図る、②インタビューを
併せて行ない、量的調査結果の検証を行なう、③各職
種のメンタルヘルス支援の際の困難な状況を把握する
などがあげられる。
１）精神保健福祉専門家は、他文化接触や少数民族集
団支援の経験がさほど多くないことから、少数民
族集団にさほど「親密さ」は抱いておらず、彼ら
への支援は所属機関の方針と一致する。
２）精神保健福祉専門家は少数民族集団支援において、
目先の問題の対処に追われており、「支援の質」
に対する意識は高くはない。
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